
令和７年度

第１回金沢市交通まちづくり協議会

令和7年８月26日

金沢市交通政策課

会議後修正



会議次第
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１． 開 会

２． 挨 拶

３． 議  題

報告事項
  報告第１号 第３次金沢交通戦略フォローアップについて  …2ページ

審議事項
 議案第１号 生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）（案）について …27ページ

４． 閉 会

日時：令和７年８月26日（火）10時00分～

場所：金沢市役所第一本庁舎 ７階 全員協議会室
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報告第1号 第３次金沢交通戦略フォローアップについて



まちづくりの方向性
（都市計画マスタープラン・集約都市形成計画）

■ 人口減少・超高齢社会に対応した
「質の高い都市構造」への転換

■ 土地利用・交通の両面から都市の使い方を見直す

持続的に成長する都市構造の実現

本市におけるこれまでの交通まちづくり

◼ 平成27年度に策定した「第2次金沢交通戦略」では、鉄道・路線バス等の利便性が高い「公共交通重要路線」を軸として、そ
の沿線に居住や各種施設を中長期的に緩やかに誘導することによる集約都市の形成を目指し、定住促進策等を進めてき
た。

公共交通の方向性 （第2次金沢交通戦略）

■ まちなかを核にネットワークでつなぐまちづくり

■ 歩行者と公共交通優先のまちづくり
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第3次金沢交通戦略①
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第3次金沢交通戦略②
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第3次金沢交通戦略③
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第３次金沢交通戦略（令和５年３月策定）フォローアップについて
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◼ 金沢市交通まちづくり協議会において、事業の進捗状況や目標指標の達成状況を評価

◼ 計画の達成状況を評価するため、進捗管理として観測指標（アウトプット）と、取組による成果指
標（アウトカム）を設定



第３次金沢交通戦略（令和５年３月策定）フォローアップについて
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１． 持続可能な交通ネットワークの形成 ～地域の実情に応じた公共交通の充実～

２．交通機能の連携強化 ～便利で円滑な交通の実現～

３．交通利用環境の向上 ～快適で安全な利用環境づくり～

４．人が中心となるまちなかの形成 ～歴史と文化が薫る歩きたくなる空間づくり～

５．交通行動の転換 ～公共交通の利用促進と普及啓発～

【基本方針】

施策の達成状況を評価

【観測指標（アウトプット）】

施
策
の
効
果
を
評
価

‣公共交通平均所要時間
‣公共交通のカバー率
‣公共交通重要路線１時間当たり便数
‣運転手確保の支援事業数
‣モビリティハブの整備数
‣パーク&ライド利用者数・設置台数
‣金沢MaaS取組件数
‣歩けるまちづくり協定地区数
‣交通事故死者数・重傷者数
‣自動車走行指導帯の整備延長
‣モビリティマネジメント事業の実施件数
‣路線バス等への環境配慮車両の導入台数

‣公共交通の利用者数
‣市内の公共交通分担率（平日）
‣住まいの地区の移動満足度
‣まちなかの歩行者・自動車・
公共交通分担率（平日）
‣まちなかの歩行者通行量（休日）
‣まちなか区域／居住誘導区域の人口密度
‣公共交通の収支率
‣公共交通の公的資金投入額
‣バス・鉄道運転手の採用者数

【成果指標（アウトカム）】
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R４年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

公共交通平均所要
時間（有松→武蔵区
間）

16分 16分 １６．７分 短縮を目指す
持続可能な交通ネッ
トワークの形成

調査方法：交通事業者提供のバスロケデータを活用した全数調査 （平日 ７：00～19：00）

※R5年度以前の「現地乗り込みによるサンプル調査」から精度の高い調査方法に変更したことに伴い、小数点以下まで表示
 

＜令和６年度の主な取組＞

・都心軸バス優先レーン社会実験の実施
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R４年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

公共交通カバー率 84% 84% 84% 維持・拡充を目指す
持続可能な交通ネッ
トワークの形成

＜令和６年度の主な取組＞

・地域運営交通の拡充

「鈴見・若松地区のってこ号」
令和６年４月１日 本格運行開始

参考：地域運営交通導入事例（R7.4.1時点）
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R4.4）

R５年度
（R5.7）

現況値
（R6.12）

目標

公共交通重要路線１
時間当たり便数

１時間に１本以上 １時間に１本以上 １時間に１本以上 維持・増加を目指す
持続可能な交通ネッ
トワークの形成

＜令和６年度の主な取組＞

公共交通重要路線における路線バスの利用促進を図るため、利便性を高める取組を実施

・キャッシュレス決済導入支援 ・分かりやすいバス案内表示

生活路線バス等へのキャッシュレス決済
の導入を支援

橋場町バス停及び広坂バス停に行先案内板
等を設置

※公共交通重要路線：市民及び事業者が利用しやすい公共交通体系の実現を図る上で重要であると認められる路線（６ｐ参照）
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R３年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

運転手確保の支援
事業実施数

４件/年 ９件/年 13件/年 維持・増加を目指す
持続可能な交通ネッ
トワークの形成

＜令和６年度の主な取組＞

・高校生・大学生向けバス運転士体験ツアーの開催 （協力：北陸鉄道、石川運輸支局）

日時：令和６年８月７日（水） 参加者：３名（申込者６名）

・親子バス運転士体験講座の開催 （協力：西日本ジェイアールバス）

 日時：令和６年10月５日(土) 参加者：95名（うち子供48名）

※数値は石川中央都市圏全体
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R４年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標 備考

モビリティハブの
整備数

０箇所 ０箇所 ０箇所 増加を目指す
R７年度は２箇所
整備予定

交通機能の連携
強化

令和７年度整備箇所 ： 香林坊（アトリオ前） ・ 金石バス停

鉄道・路線バス等と、公共シェアサイクル「まちのり」、地域運営交通、自転車、自家用車等の
様々な交通モードを組みわせた移動の利便性向上のため、市内の交通結節点を機能強化し
「金沢版モビリティハブ」として整備。
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R4.１０）

R５年度
（R６.３）

現況値
（R７.３）

目標

パーク・アンド・ライド
利用者数
（設置台数）

613人
（1,296台）

6８０人
（1,３７３台）

６８２人
（1,374台）

増加を目指す 交通機能の連携強化

＜令和６年度の主な取組＞

※数値は石川中央都市圏全体

・Kパーク駐車場の新規開拓

AOKI金沢有松店の追加
※Kパーク計２０箇所（R7.3時点）

・Kパーク駐車場の広報周知（利用促進）

北陸鉄道バス外側額面３連広告の掲載
期間：令和７年２月１日～令和７年３月３１日
掲載台数：４車両
エリア：南部・白山事業所エリア
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R３年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

金沢MaaS取組件数 ５件/年 13件/年 10件/年 維持・増加を目指す 交通機能の連携強化

＜令和６年度の主な取組＞
※数値は石川中央都市圏全体

デジタル交通サービス「のりまっし金沢」でのデジタル乗車券の販売

・石川線・バス等乗継円滑化実験

①石川線－金沢まちなかマル得きっぷ ②石川線・IR西金半額きっぷ 

※実験は令和６年度末に終了し、令和７年度より北陸鉄道による石川線の利便向上策として本格実施

（令和６年度販売実績）

①石川線-金沢まちなかマル得きっぷ
2, 806枚（前年比１７０％）

②石川線・Ｉ Ｒ 西金半額きっぷ
2, 611枚 (前年比194％）
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R４年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

歩けるまちづくり協
定地区数

６地区 ６地区 ６地区 維持・増加を目指す
人が中心となるまち
なかの形成

令和７年度 ： 材木・味噌蔵地区において、対象エリアや規制内容の見直し等を検討
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R３年）

R５年
現況値
（R6年）

目標

交通事故死者数・重
傷者数

死者４人
重傷者95人

死者５人
重傷者109人

死者１１人
重傷者９５人

死者７人以下
重傷者90人以下を目

指す
交通利用環境の向上

＜令和６年度の主な取組＞

・幼児交通安全教室の開催

令和６年度実績：4,633人（88園）

・小学3年生自転車教室の開催

令和６年度実績：3,625人（56校）
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R4.2）

R５年度
（R6.3）

現況値
（R7.3）

目標

自転車走行指導帯
の整備延長

40.4ｋｍ 44.0ｋｍ 45.3ｋｍ 60ｋｍ以上（R11）
人が中心となるま
ちなかの形成

＜令和６年度の主な取組＞

整備箇所

 まちなか：国道１５９号（大手町～兼六園下）

 郊外 ：１級幹線30号長坂・有松線（長坂～泉が丘二丁目）
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R４年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

モビリティマネジメ
ント事業の実施件数

３件 ３件 ３件 維持・増加を目指す 交通行動の転換

＜令和６年度の主な取組＞

・カーフリーデー2024in金沢の開催

日時：令和６年10月５日(土)

場所：金沢市役所庁舎前広場

来場者数：約3,000人

・大学生モビリティマネジメント事業
‣金沢大学の学生と連携し、バスとまちのりを

組み合わせた公共交通の利用促進策を検討

‣学生による「まちのり」の運営
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観測指標の状況

観測指標

基本方針
基準値
（R３年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標

路線バス等への環
境配慮車両の導入
台数

０台 ０台 １台 増加を目指す 交通行動の転換

・金沢ふらっとバスへのEVバス導入（１台）

「此花ルート」にて令和７年４月９日より運行開始

＜令和６年度の主な取組＞

車両デザインのコンセプト：「水引が結ぶ絆」

（ 制 作 者 ）
金沢美術工芸大学 美術工芸学部 
デザイン科 製品デザイン専攻 関口 優月

（ 指導教官 ）
 金沢美術工芸大学 美術工芸学部
美術科 油画専攻 教授 岩崎 純
デザイン科 インダストリアルデザイン専攻 講師 矢島 幹生
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観測指標の総括

◼ 公共交通カバー率、公共交通重要路線１時間当たり便数については、路線バスの減

便はあるものの、基準値（計画策定時の現況値）を維持している。

◼ パーク・アンド・ライド利用者数・設置台数、自転車走行指導帯の整備延長は順調に

増加している。

◼ モビリティハブの整備数については、今年度中に２箇所整備される予定である。

◼ 運転手確保の支援事業実施数については、自治体だけでなく、交通事業者の取組

も年々増えており、計画策定時より大きく増加している。

◼ 交通事故死者数・重傷者数について、計画策定時より増加傾向にあるため、交通安

全対策のより一層の推進が求められる。

◼ 環境配慮車両の導入台数については、今年度、ふらっとバスにEVバスを追加導入

する予定である。

観測指標について、各指標概ね基準値を維持あるいは改善傾向にあり、前年度実績値

を上回る指標もあることから、目標に向けて順調に推移している。
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（参考）成果指標の状況

成果指標

基準値
（R３年度）

R５年度
現況値
（R6年度）

目標
（R９年度）

公共交通の利用者数 90,087人/日 110,791人/日 109,880人/日

128,000人/日以上

【長期目標：R14年度】
130,000人/日以上

公共交通の収支率

石川中央都市
圏（北陸鉄道
線・路線バス）

80% 99% 95% 100％以上

ふらっとバス 29% 37% 37% 40％以上

公共交通への公的資金投入額 4.2億円/年 4.1億円/年 2.8億円/年
平均（R5～９年度）
2.3億円/年程度

を確保

鉄道・バス運転手の採用者数
（石川中央都市圏全体）

13人/年 28人/年 2０人/年
平均（R5～９年度）

19人/年以上

※その他の成果指標（公共交通分担率、移動満足度等）は計画の最終年次において調査し把握することとしている。



修正前 修正後
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第３次金沢交通戦略の一部修正について

計画 P18（一部抜粋）



修正前 修正後
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第３次金沢交通戦略の一部修正について

計画（参考資料） P50



修正前 修正後
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第３次金沢交通戦略の一部修正について

計画（参考資料） P5８



修正前 修正後
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第３次金沢交通戦略の一部修正について

計画概要版 P10
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議案第１号 生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）（案）について



議案第１号 生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）（案）
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国庫補助である地域公共交通バリア解消促進等事業補助金の申
請を行う際に必要であるため、生活交通改善事業計画（バリアフリー
化設備等整備事業）を策定する。

〇生活交通改善事業計画の取組

公共交通での移動のバリアフリー化を進めるため、以下の指標を策
定する。

内容 台数・箇所数

ノンステップバス導入 1７台

福祉タクシー導入 1８台
（内訳）
リフト付き        
スロープ付き        
UD１級             
UD準１級  

  １台
  ２台
  ５台
10台

バス停上屋整備  １箇所 （「笠舞一丁目」バス停）



議案第１号 生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）（案）
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議案第１号 生活交通改善事業計画（バリアフリー化設備等整備事業）（案）
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